
                                    
 
１ 要旨 

  「平成

は，災害を可視化するＶＲ・ＡＲ等の疑似体験などを通じて，

ことが必要という考察をいただいたところである。

このため，

砂防課の連携により，

市町の防災教室等での活用を促進していくこととする。
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３ ＶＲ教材の活用方法
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（２）今回のＶＲ教材以外にもう

  た教材を制作する予定としている。

広島県「みんなで減災」県民総ぐるみ運動展開中

（ストーリー概要）

前日から雨が降り続いていた平成

に手間取る等して早めに避難しなかったことから，主人公は山間にある自宅から逃げ遅れてしまう。

主人公は２階に避難したことで，どうにか助かるが，土砂災害が発生し自宅が被災する。

土砂災害の可視化のための

                                    

 

「平成30年７月豪雨災害に関する県民の避難行動調査」
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この度，「広島型避難行動推進プロジェクト・チーム」構成員である，みんなで減災推進課，

砂防課の連携により，土砂災害の疑似体験ができるＶＲ教材を制作し

市町の防災教室等での活用を促進していくこととする。
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